

























3 。フ レ ームデ ザインと原 寸図











































































原 寸 図 ご
（試 作I ）























このデザイン手法を踏襲し、パネル外周部はR 2  mmの面取り仕様とし、パネルの出隅・
入隅はR  6 mmの切削仕様とした。また、脚パネルと貫の取り付け部は3  mmのチリを取った。
また、ここでの面取り仕様は、次の押出成形材め断面形状と共通化した。
アルミ板












図9　 アル ミ板 材の 切り 抜 き
図11　 背凭 れ部 分の 構造
図13　 試作I フレーム
図10　 枠材 の仮 組
図12　 接着 工程
図14　 組 み立て 工程
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8。 落下 衝撃 試験 （試作I)
㈱ホウトク品質保証室にて、座面の落下衝撃試験を行った。3 人掛け中央に45Kg の重
りを100 ㎜ の高さから落下させ、社内基準4,000 回の試験と、3 人掛け端の席に同様の試






図15　 落下衝撃試験（全体） 図16　 落下衝撃試験（部分）
9。 アル ミ押 出成形材 の断 面設 計
貫材・座受け材の専用パーツとして14mmxll9inm のアルミ押出成形材を設計した。コネ
クトピンの取付け溝を4 箇所作ることにより、脚パネルとの固定及び、押出成形材同士の
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図25　 出隅部の角アール 図26　 出隅部の角アール
12. 商 品 バ リ エ ー シ ョ ン
商 品 展 開 と し て ベ ン チ （写 真 左 卜 の ほ か 、 カ ウ チ づ 写 真 中 央 ）・ ダ ブ ル カ ウ チ （ 写 真 右 ）
の バ リ エ ー シ ョ ン を 作 っ た 。 こ れ ら の デ ザ イ ン は 、 側 板 の ア ル ミ ハ ニ カ ム パ ネ ル の み の 変
更 で 、 ク
ユツ



















ペンチ:w  1,800皿X  d 680mm  X h 700fflfflXsh420inin　　　　　　　　　　　　　　　－ヘ
カウチ:w1,800 皿xd 450mm  xsh420mm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ニ
ダブルカウチ:w 1,800mm  X d 990fflmxsh420fflm
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